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■今月の表紙【土器づくりに挑戦】

　６月26日、東野小学校の６年生15名
が土器づくりに挑戦しました。生野島
の遺跡を調べていくうちに、自分たち
も土器を作ってみたいと思ったそうで
す。見本にしたのは生野島で発見され
た約1,000年前の土器。作り方は大崎
陶芸教室の皆さんから教わりました。
　「土が思ったよりもやわらかくて楽
しかった」、「形を整えるのがむずかし
かった」と話す児童たち。土器は素焼
きにして７月16日に完成しました。

■まちの人口と世帯数
　（2014年６月末現在）
　人　口 8,200人
　　男　 3,948人
　　女　 4,252人
　世帯数 4,405帯

『
大
崎
上
島
か
ら
世
界
へ
！
』

　

フ
ァ
ー
ム
ス
ズ
キ
代
表
の
鈴す

ず
き木
隆た

か
し

さ
ん
は
、
島
の

カ
キ
を
世
界
へ
届
け
た
い
と
、
垂
水
地
区
の
塩
田
跡

を
利
用
し
、
カ
キ
や
車
エ
ビ
等
を
養
殖
し
て
い
ま
す
。

海
外
へ
の
カ
キ
輸
出
や
、
観
光
客
誘
致
は
、
地
域
の

人
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
話

し
ま
し
た
。

『
島
の
ぶ
ち
え
え
と
こ
ろ
を

伝
え
た
い
ん
よ
！
』

　

み
ん
な
と
島
の
お
み
や
げ
を
つ
く
り
た
い
ん
よ
実

行
委
員
会
代
表
の
円え

ん
こ
う光
歩あ

ゆ
む

さ
ん
は
、
島
の
良
さ
を
話

す
き
っ
か
け
が
ほ
し
い
と
、
お
土
産
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
島
の
良
さ
を
島
の
子
ど
も
た

ち
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
教
育
に
基
づ
く
地
域
活

動
に
も
参
加
協
力
し
て
い
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

『
お
し
い
！
大
崎
上
島
』

　

大
崎
上
島
中
学
校
３
年
生
の
正

し
ょ
う

出で

七な
な
せ瀬
さ
ん
は
、

生
徒
会
活
動
や
修
学
旅
行
で
の
『
商
人
体
験
』
を
通

じ
て
島
の
良
さ
を
再
認
識
。
自
分
た
ち
の
目
で
見
る
、

地
域
の
方
に
話
を
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、

島
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
話
し
ま
し
た
。

『
大
崎
上
島
町
で
働
き
た
い
！
』

　

大
崎
海
星
高
校
３
年
生
の
鼻は

な
と戸
莉り

な菜
さ
ん
は
、
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
や
地
域
の
人
間
関
係
の
濃
密
さ
を

持
つ
こ
の
島
で
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
た
い
と
、

保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
取
得
に
向
け
て
、
勉

強
や
部
活
動
に
励
ん
で
い
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

湯
﨑
知
事
は
、
全
員
の
発
表
を
終
え
て
、「
島
の

元
気
の
代
表
の
よ
う
な
方
た
ち
に
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
島
が
好
き
だ
と
思
う
人
の
多
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
こ
う
だ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

る
こ
と
を
、
一
歩
先
の
、
行
動
へ
と
挑
戦
し
て
い
く
。

こ
の
積
み
重
ね
が
、
大
き
な
力
を
生
む
ん
だ
と
感
じ

ま
し
た
」
と
、
話
し
ま
し
た
。

湯﨑英彦の地域の宝

７月５日、東野保健福祉センターで、『湯﨑英彦の地域
の宝チャレンジ・トーク』が開催されました。来場者
は約130名。湯﨑知事が司会進行をつとめられ、町内
に住む４名が “ 私の挑戦 ” をテーマに、地域で取り組
んでいることを発表しました。

（
写
真
左
か
ら
）
鈴
木
さ
ん
︑

円
光
さ
ん
︑
湯
﨑
知
事
︑

正
出
さ
ん
︑
鼻
戸
さ
ん
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島のニュース

７月５日、町内視察中、中学校に立ち寄り部
員たちにがんばってと声をかける湯﨑県知事

ん 

は
、「
島
を
元
気
に
す
る
に
は
仲
間

の
存
在
が
不
可
欠
で
す
」
と
、
地
域
一

体
の
教
育
体
制
づ
く
り
や
定
住
促
進
へ

の
活
動
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
広

島
商
船
高
専
の
松
原
蒼あ

お
ぞ
ら空
さ
ん
と
鈴
木

大ひ
ろ
や也
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、「
人
を
通
し
て
島

の
伝
統
を
取
材
・
調
査
し
、
資
料
と
し

て
残
し
た
い
」、「
も
っ
と
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
、
今

後
の
目
標
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

広
島
商
船
高
専
は
、
昨
年
度
か
ら
５

年
間
、
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
い
る

『
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
大
学

Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）』
に
採
択
さ
れ
、
離
島

の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
研
究
と
離
島

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

わ
い
わ
い
ス
ポ
ー
ツ 

大
会
結
果

　

６
月
24
日
、
シ
ー
パ
ー
ク
大
串
で
、

わ
い
わ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
１
２
名
。
３
ラ
ウ
ン
ド
の

合
計
ス
コ
ア
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
大
会

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

島
を
元
気
に 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

６
月
19
日
、
ホ
ー
ル
神
峰
で
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
４
『
島
を
元
気
に
す

る
若
者
た
ち
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
広
島
商
船
高
専
主
催
）。
来
場
者
は
約

３
０
０
名
。基
調
講
演
と
、パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
東
北
公
益
文
科
大

学
の
呉ご

尚な
お

浩ひ
ろ

教
授
が
、
清
掃
活
動
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
発
展
し
た
山
形
県
飛
島

で
の
学
生
た
ち
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

離
島
振
興
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

『
島
を
元
気
に
す
る
た
め
に
』
を
テ
ー

マ
に
、
島
の
再
生
や
ま
ち
づ
く
り
に
活

躍
し
て
い
る
町
内
外
の
若
者
５
名
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
と
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
取
釜
宏
行
さ

旅
す
る
櫂
伝
馬
〜
し
ま
の
わ
編
〜

　

６
月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、町

内
の
若
者
34
名
が
、宮
島（
廿
日
市
市
）

ま
で
の
約
80
㎞
を
櫂
伝
馬
で
航
海
す
る

『
旅
す
る
櫂
伝
馬
』に
挑
戦
し
ま
し
た
。

寄
港
地
で
あ
る
呉
市
で
は
体
験
乗
船
会

と
音
戸
高
校
カ
ヌ
ー
部
と
の
競
漕
を
実

施
。宮
島
で
は
櫂
伝
馬
競
漕
の
模
擬
演

習
等
で
大
崎
上
島
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

５
年
目
と
な
る
今
年
は
“
し
ま
の
わ

編
”
と
題
し
て
、
同
じ
和
船
文
化
を
持

つ
瀬
戸
田
町
高こ

う

根ね

島し
ま

（
尾
道
市
）
と
の

交
流
も
あ
り
ま
し
た
。
高
根
島
の
櫂
伝

馬
も
日
程
を
同
じ
く
し
て
宮
島
に
到
着
。

両
島
民
が
お
互
い
の
櫂
伝
馬
へ
の
想
い

を
語
り
合
い
、
宮
島
厳
島
神
社
周
辺
で

の
並
漕
等
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

離島甲子園初出場！【８月18日㈪〜22日㈮】
　「全国離島交流中学生野球大会（離島甲子園）」が８月18日
から５日間、新潟県佐渡島で開催されます。全国各地の離島か
ら24チームが出場。県内では大崎上島町が唯一の参加となり

ます。大崎上島中学校野球部主将の村上
浩輔くん（３年）は、「上

かみちゅう

中野球部は元
気なチームです。いつも大きな声を出し
合って練習しています。離島甲子園では、
最後までみんなで楽しみたいです」と意
気込みを話してくれました。

高根島の漕ぎ手たち（写真右側）との記念写真。大崎上島
の櫂伝馬は宮島までの約80キロの航海を達成しました

離島の再生やまちづくりに活躍する町内外の若者
を中心に、島を元気にするには何が必要なのかを
話し合いました

写真右から（敬称略）
　優　勝　岡田  健治
　準優勝　下末  清則
　第３位　横本  宜幹
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島のニュース
元
気
に
ス
ポ
ー
ツ 

大
崎
上
島っ子

　

６
月
８
日
、
大
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
元
気
で
明
る
い
大
崎
上

島
っ
子
の
育
成
を
め
ざ
し
、
地
域
と
の

ふ
れ
あ
い
や
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
参
加

者
は
約
２
０
０
名
。
園
児
か
ら
小
学
６

年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
分
か
れ

て
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。

【
園
児
か
ら
小
学
３
年
生
の
部
】

種
目
：
こ
ろ
が
し
ド
ッ
ヂ

　

優　

勝　

東
区
子
ど
も
会

　

準
優
勝　

西
野
子
ど
も
会

　

第
３
位　

向
山
Ａ

【
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
部
】

種
目
：
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

向
山
区

　

準
優
勝　

中
チ
ー
ム

　

第
３
位　

西
野
子
ど
も
会

で
、
練
習
場
所
で
あ
る
体
育
館
な
ど
年

間
を
通
じ
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
島
県
子
ど
も
会
連
合
会
よ
り
表
彰

　

廿
日
市
市
で
開
催
さ
れ
た（
一
社
）広

島
県
子
ど
も
会
連
合
会
主
催
の
第
47
回

広
島
県
子
ど
も
会
健
全
育
成
大
会
で
、

桑
原
富
生
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
に
向
け
て
日
々
尽
力
さ
れ
て
い
る
功

績
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
桑
原
さ
ん
は

多
年
に
渡
り
、
町
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
の
専
門
員
を
務
め
、
子
ど
も
た
ち
の

活
動
を
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
つ
ら
つ
家
族
表
彰
で
優
秀
賞

　

平
成
26
年
度
は
つ
ら
つ
家
族
表
彰
で
、

東
原
下
区
の
河
田
千
草
さ
ん
、
弘
千
く

ん
親
子
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
広
島
県
の
事
業
で
「
歯
科

保
健
意
識
の
普
及
向
上
」
を
目
的
と
し
、

平
成
25
年
度
中
に
町
の
３
歳
児
健
康
診

査
を
受
診
し
た
子
と
そ
の
保
護
者
で
、

む
し
歯
が
な
く
、
か
つ
、
口
の
中
の
状

態
に
異
常
が
な
く
、
健
康
と
認
め
ら
れ

た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

６
月
７
日
に
竹
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
審
査
会
に
出
席
し
、
そ
の

場
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

東
野
ジ
ュニ
ア
バ
レ
ー
清
掃
活
動

　

６
月
14
日
、
豊
田
東
野
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
と

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
大
崎
小
、
東
野

小
へ
の
通
学
路
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
17
年
前
か
ら
ク
ラ
ブ
の
奉

仕
活
動
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
結
果

　

６
月
15
日
、
シ
ー
パ
ー
ク
大
串
で
、

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
に
よ
る

第
23
回
月
例
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
戦
（
チ
ー
ム
名
）

　

優　

勝　

わ
い
わ
い
レ
ッ
ド

　

準
優
勝　

白
水
長
命
会
Ｂ

　

第
３
位　

白
水
長
命
会
Ａ

各
地
区
の
球
技
大
会
結
果

　

６
月
29
日
、
東
野
、
大
崎
支
部
体
育

協
会
主
催
に
よ
る
球
技
大
会
が
各
地
区

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
大
崎
支
部
大
会
優
勝
チ
ー
ム
】

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
　
　
　

向
山
区

女
子
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー　

向
山
区

【
東
野
支
部
大
会
優
勝
チ
ー
ム
】

男
子
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

盛
谷
区

女
子
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

垂
水
区

はつらつ家族表彰
河
か わ だ

田千
ち ぐ さ

草さん、弘
ひ ろ か ず

千くん

清掃活動に参加した子どもたち

子ども会
健全育成大会表彰

桑原  富生さん

４〜６年生の部優勝の向山区

個人戦（写真左から・敬称略）
　優　勝　宇郷　博夫
　準優勝　尾尻　徳子
　第３位　山口　安由
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今月は大崎小学校

教
育
委
員
の
活
動
報
告

【
第
６
回
定
例
会
議
】

平
成
26
年
６
月
26
日
㈭

議
事

●
日
程
第
１
報
告
第
８
号

　

町
議
会
６
月
定
例
会
一
般
質
問

等
に
つ
い
て

●
日
程
第
２
報
告
第
９
号

　

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

６
月
18
日
の
町
議
会
に
お
い
て
、

同
意
を
得
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

教
育
委
員　

幸
家　

大

任　
　

期　

平
成
26
年
７
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
30
年
６
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生き生きと輝き、夢を拓く
〜児童が夢や目標を自らの言葉で語ることができる学校をめざして〜

大崎小学校は、児童一人一人が生き生きと学校生活を営み、仲間と共に夢や目標を語ることがで
きるようにするために、「自他を大切にし、共に生きていく」という人権教育を中心とした教育
活動を展開しています。人権教育の視点には次のようなものがあります。

　このように、大崎小学校では、学校生活のあらゆる場面で豊かな人間関係の構築や相互理解を図ること
で、豊かな感性を育み、日常生活において、他者への配慮や思いやりが自然に態度や言動に現れてくるよ
うな人権感覚の育成を目指しています。

◆自己肯定感を高める
　授業においては、児童一人一人が自分の考えをしっかりと持ち、集団の
中で自分の考えを自信をもって発表することができる力、あるいは友だち

の考えをしっかりと聴き、そこからより良い方法を
選択して自分の思いや考えを表現できる力を身に付けることを目標に取り組んでいます。
また、授業以外の場面でも、自分の思いや日頃の取組の成果を発表し聴き合う中で、お
互いの頑張りを認め合うことができる場面を設け（「ぼくのわたしのプチ自慢」等）、成
就感や達成感を得ることができるようにしています。

◆他人との共生・共感の大切さを学ぶ
　授業での話し合いの場面では、ペアやグループになって互いの意見を
しっかりと聴き合い、友達の「分からない」ことを自分のこととして協力

し合って課題を解決していきます。授業の中で互いを受け
入れ、一緒に学んでいると実感できる時間を共有します。また、縦割り班を活用した集会活動
や遊び、掃除の時間で仲間と協力して何かを成し遂げることや校内・校外での様々な体験活動
を通じて、互いの違いやよさに気付き認め合いながら豊かな人間性や社会性を育んでいきます。
お互いの思いやりや優しさに対する気づきや感謝の言葉が、「ほかほかの実」となって教室内や
校内に掲示されています。

◆コミュニケーション力を身に付ける
　近年、グローバル社会を生きていくためには、コミュニケーション力は
必要不可欠の能力となっています。今やコミュニケーションは単なる会話
の成立を超えて、自己理解・他者理解・相互理解のための大切なツール（技

能）であると言えます。この力の育成のために学校生活全体を通して能動的な傾聴態度や場
に応じた適切な自己表現力を育てていきます。児童会を中心とした挨拶運動、「聴く（傾聴）・
話す」力をつける授業づくり、ペアやグループでの話し合い等を通じて言葉による相互理解
を目指していきます。

教育委員
幸家  　大
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☆日本一の女� 斉木　香津
☆すべての神様の十月� 小路　幸也
☆推定脅威� 未

み す も と

須本有
ゆ う き

生
☆猫弁と魔女裁判� 大山　淳子
☆誉れの赤� 吉

よしかわ

川　永
ながはる

青
☆曲り角のその先に� 村岡　花子
☆約束の向こうに� 佃

つくだ

　　祐
さ ち よ

世
☆ことり屋おけい探鳥双紙� 梶　よう子

ひまわり会
絵本のよみかたり
８／24㈰
　10：30～
絵�本「おはようあさ
ごはん」

紙�芝居「うらしまた
ろう」

日 月 火 水 木 金 土
7/27 28 29 30 31 8/1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31 9/1 2 3 4 5 6

休

高専ロボコン中国地区大会
日時　平成26年10月５日（日）13：00開演予定
場所　東広島運動公園体育館
内容　 アイデア対決・全国高専ロ

ボットコンテスト2014中国地
区大会を開催します。高専生
が製作した１ｍ級のロボットが30個のソバの
蒸
せ い ろ

篭を、障害物を乗り越えて運びます。
定員　1,300人　※入場料は無料です
申 込方法　ご観覧希望の方は、往復ハガキに住所、名

前、電話番号、希望人数を明記して広島商船高専
「ロボコン」係（〒725-0231　広島県豊田郡大崎上
島町東野4272-1）へ９月16日㈫までにお申し込み
ください（消印有効）。入場整理券を送付します。

問広島商船高等専門学校ロボコン係
　☎0846－67－3023
※ 大会当日は、西条駅から東広島運動公園体育館ま

で臨時無料バスを運行します。

中国地区高等専門学校体育大会
　７月４日～６日の３日間、津山・
呉・広島地区で開催されました。
　各競技で熱戦を繰り広げた結果、
卓球、剣道、水泳の３種目で全国大
会の切符を手にしました。詳細については、本校ホー
ムページに掲載しています。

海上教室・体験航海
　７月２日、木江地区海の月間
実行委員会、呉海上保安部木江
分室及び本校主催による海の日
月間の行事の一環として、大崎
上島中学校の生徒を対象に練習

船『広島丸』による海上教室・体験
航海を実施しました。
　生徒達は、船内の見学や救命胴衣
の着用訓練を行ったほか、呉海上保
安部の巡視艇デモ走行を見学しました。

文化祭『一島団欒』
　６月21日、22日の２日間にわたり、『一島団欒』
をテーマとして、大崎海星高校文化祭を開催しまし
た。１日目は、大崎上島文化センターのホール神峰
で行われ、和太鼓部の演奏を皮切りに、合唱コン
クール、英語スピーチ、生徒によるファッション
ショー、ソーラン部の演舞
など普段の高校生活の成
果を発表する場となりま
した。PTA コーラスでは、
一般の方の飛び入り参加
もあり、地域の皆様と大い
に盛り上がりました。２日
目は会場を本校体育館・中
庭に移して実施しました。
中庭では焼きそば、フラン
クフルト、唐揚げ、うどん、
お茶席などの食品バザー
が出店されました。体育館
一階では華道部・美術・書
道の作品披露、茶道部のお
手前披露。二階ではソーラ
ン部・和太鼓部の演奏をは
じめとした音楽部によるバンド演奏、生徒会主催の
コスプレ大会、ダンスコンテストやビンゴ大会など
イベントが盛りだくさんの一日でした。
　当日は雨天にもかかわらず、たくさんの皆様にご
来場いただきありがとうございました。本校から大
崎上島全体に、『元気』を発信することができたの
ではないかと思います。

オープンスクールを開催
　７月９日、中学３年生を対象としたオープンス
クールを開催しました。当日は大崎上島中学校をは
じめとした近隣の中学校の生徒60名近くが大崎海星
高校に来校しました。まず校長や生徒会執行部によ
る学校紹介が行われました。その後は科目ごとに分
かれて、50分間の模擬授業を体験しました。

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ル 開館時間 10：00～ 18：00

ホール神峰での合唱

食品バザーは完売御礼

和太鼓部の演奏
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■ 過去10年分まで国民年金保険料が納められます！
　後納制度とは、時効で納めることができなかった国民年金保険料について、平成24年10月から平
成27年９月分までの3年間に限り、過去10年分まで納めることができる制度で、利用することで年
金額が増えたり、納付した期間が不足して年金を受給できなかった方が年金受給資格を得られる場合
があります。
対象者　⑴�20歳以上60歳未満の方：10年以内に未納期間や未加入期間のある方
　　　　⑵�60歳以上65歳未満の方：⑴の期間のほか、任意加入中に未納期間がある方
　　　　⑶�65歳以上の方：年金受給資格がなく、⑴⑵の期間がある方
　　　　　�※老齢基礎年金受給者は除く。

後納制度をご利用できる期間　平成24年10月１日～平成27年９月30日（３年間）
※�対象保険料は、対象月から起算して10年後の月末が納期ですが、平成27年9月30日を過ぎて納付
することはできません。

増 える年金額　１カ月分を後納することにより増額される年金額の目安は、年額約1,610円（平成
26年度）です。

申込方法　平成27年９月30日までに、三原年金事務所にお申込みください。
※審査結果をお送りするまでに時間がかかる場合がありますので、お早めに申し込みください。

問三原年金事務所　☎0848－63－4111㈹　　役場本庁住民課　☎0846－65－3113
大崎支所住民課　☎0846－64－3510　　　木江支所住民課　☎0846－62－0300

　
年
金
だ
よ
り
　
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

　私が初めて大崎上島に来たのは、2011年の７月末
でした。それまで砂漠で育ってきた私は、海に囲ま
れている小さな島に住めることに感激でした！この
３年間で色々な人と仲良くなったり、毎日、島から
しか見られない景色が見られました。さらにこの島
に住んでいる間、何百人もの生徒たちの成長を見る
ことができました。自分自身も成長できたと思いま
す。ブラスバンド、なぎ太鼓、フライト2000では大
変お世話になり、このグループのお陰で私が大好き
な音楽を続けることができたし、何より日本語がレ
ベルアップしたなと思います。３年前私は中級レベ
ルぐらいで、日本語能力試験２級を目指していまし
た。２年前やっと２級に合格して、そして１級を目
指しました。今年の夏、私はまた１級を受けて、８
月末まで結果が分からないのですが、３回目だった
ので三度目の正直で合格できていることを願ってい
ます！８月から来年の３月まで私は三原市にある英
会話学校で働くので、まだ大崎上島に遊びに来たい
と思います。最後に、８月から来る新しい ALT を

紹介したいと思います。ヤマ
シロ・タラさんという女性で、
アメリカのハワイ州出身だそ
うです。タラさんも私と同じ
ように素晴らしい経験をこの
島でして欲しいと思います。
では、３年間本当にありがと
うございました！また会える
日まで…

I fi rst came to Osakikamijima at the end of July in 
2011, and I knew that for someone who had grown 
up in the desert, living on a little island surrounded 
by the sea would be an amazing experience. These 
past three years I have made a lot of friends, and 
on a daily basis I have witnessed the beautiful 
scenery that can only be seen on an island. What's 
more is that I was able to witness the growth of 
hundreds of students, and personally I think I grew 
as well. Thanks to groups like the brass band, 
Nagi Daiko, and Flight 2000, I was able to continue 
making music, but more than anything I feel that 
my Japanese really improved during this time. 
Three years ago I was at an intermediate level 
aiming for the JLPT N2, two years ago I passed 
the N2, and this summer I took the N1 for a third 
time. Though I won't know the results until the 
end of August, I'm hoping that this third time will 
be the charm! From August through next March 
I'll be teaching English in Mihara, 
so I can still visit the island.  Lastly, 
I'd like to introduce the new teacher 
starting in August.  Her name is Tara 
Yamashiro, and she is from Hawaii.  I 
hope that she will have an amazing 
experience like I had on this island.  
Thank you so much for these past 
three years!  Until we meet again... :)

３年間ありがとう！ 
文・訳：パトリック・マーフィー

―――――――― ● ―――――――――――――――――――――――――――――― ● ――――――――
大崎小一年生との最後の授業
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　 I らんどは、大崎上島町の委託障害者相談支
援事業所です。障がいのある方だけでなく、生活
のしづらさを抱えている方、ご家族や地域の方か
らの相談にも応じています。この島で自分らしく、
自立した生活を送るためのお手伝いをしています。
　相談方法として、電話相談・来所相談・訪問相
談がありますので、お気軽にご相談ください。

相談時間　月～金曜日　８：30～17：00
　　　　　※相談無料。秘密は固く守られます。

♪♫♩♬ I らんど休日クラブ♪♫♩♬
　今年度から新しく『休日クラブ』という活動を
始めました。
　障がいのある方が、充実した余暇を過ごすため、
支援・当事者の方と地域の方がコミュニケーショ
ンをはかる機会や場所を提供しています。
　開催日は偶数月で２ヶ月に１度。基本は日曜日
の13時からですが、活動内容は参加者の皆さん
の意見を考慮して決定しますので、内容に応じて
開催場所・曜日・時間を設定していこうと考えて
います。

日時　８月24日㈰
　　　13：00～15：00
※飲食代等は実費
集合場所　「サポートおおさき」
申込締切　８月20日㈬

連絡先
　大崎上島町生活サポートセンター
　 I らんど（底押・土本）
　☎64－4416
　※転送することもありますが
　そのままお待ちください。
　Fax�67－5118
　E-mail　hureai-iland@osakifukushikai.jp

　県立安芸津病院では昨年4月に、胃カメラ（胃
内視鏡）や大腸カメラを行う内視鏡検査室をより
充実させるため、「内視鏡検査ステーション」を
立ち上げました。

鼻からの挿入でより楽に
　「内視鏡検査ステーション」では、苦しいイメー
ジが強い胃内視鏡検査をより楽に受けていただく
ことを第一の目標として、経鼻内視鏡を１台から
２台に増設しました。経鼻内視鏡とは鼻から挿入
する胃カメラです。口から挿入する胃カメラと比
べて、先端部の太さは約半分（径5mm）と非常
に細くなっています。鼻から挿入することで内視
鏡が舌の付け根に触れないために、挿入時の嘔吐
感がほとんどなく楽に検査が受けられることが最
大の長所です。
　鼻からの挿入により、お年寄りの方でも心臓や
肺への負担が少なくなり、内視鏡検査中にも会話
が可能となっています。実際に、以前に口からの内
視鏡検査を受けて「おぇー」となり、もう二度と胃
カメラを受けたくないと思っていた患者さまでも、
経鼻内視鏡検査を受けた後に９割以上の方が鼻か
らならまた受けてもいいと回答されています。

炎症や、がんなどの疾患を
見逃さないためにも
　吐き気、胸焼け、胸のつかえ感、上腹部の痛み・
不快感といった症状がある方のみならず、貧血や
体重減少のある方、痛み止めの内服薬を常用して
いる方も、食道・胃・十二指腸の潰瘍や炎症、が
んなどの疾患を見逃さないため経鼻内視鏡検査を
おすすめします。

経鼻内視鏡検査のすすめ
県立安芸津病院 内視鏡検査ステーション

ただし、鼻腔が狭い場合や
患者の容態によっては鼻か
らの挿入が難しい場合もあ
ります。詳しくは担当医師
にご相談ください。

患者の容態によっては鼻か
らの挿入が難しい場合もあ
ります。詳しくは担当医師

３回目となる８月の活動は、
『大串海岸散策＆かき氷』で
す。みんなで夏を満喫しま
せんか？ 
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　夏バテを防止・解消するためにはどうすればい
いのでしょうか？夏バテは、主に自律神経の失調、
水分不足、胃腸の働きの低下によって引き起こさ
れます。

1  しっかりと食べましょう
　食事は体力を保つ鍵です。香辛料・香味料を使
い食欲を刺激しましょう。
ビタミンB1…疲れのもととなる乳酸を分解消費
して体を動かすエネルギーに変えます。
ビタミンC…ストレスをやっつけて自律神経の失
調を防ぎます。

２  水分を補給しましょう
　汗として水分が失われていくので、１日1.5
リットルを目安に水分の補給が大切です。一気に
大量の水分を取ると腎臓に負担がかかるので回数
を分けて取りましょう。（例：２時間ごとにコッ
プ１杯の水や麦茶を最低８回とる。）
　ジュース、アルコールは避けましょう。ジュー
スは、糖分が多く太る原因に、アルコールは、尿
がたくさん出るのでかえって脱水になります。

3  冷房の効きすぎに注意しましょう
　暑い外からクーラーの効いた室内に入ることを
何度も繰り返していると、自律神経が混乱し、め
まいや食欲不振を招いてしまいます。
　部屋の外と中の温度は５度以内になるようにし
ましょう。上着などでの調整も効果があります。
外が40度近くあり５度以内では暑くて過ごせな
い場合は、長く室内にいる人が快適
に過ごせる程度の温度にしましょ
う。また、除湿機能を利用しましょ
う。湿度を40～50％にするだけで
も違います。

４  しっかりと寝ましょう
　寝不足は体力低下を招きます。寝室に冷房をつ
ける際は直接風が体に当たらないようにしましょ
う。風が直接体に当たると体の熱が奪われるので、
体が体温を保とうと熱を作るために体の中を動か
し続け、かえって疲れてしまいます。

問保健衛生課　保健師　☎62－0330

　夏の麺類といえば、のどごしさわやかなそうめんが
代表的です。今回はそうめんに夏バテ防止におすすめ
の材料を組み合わせ、チヂミ風に仕上げてみました。豚
肉には糖質を完全燃焼させる働きがあり、疲労物質を
残さないビタミンＢ1を豊富に含んでいます。ニラや
玉ねぎにはアリシンを含み、組み合わせることでビタ
ミンＢ1の体内への吸収アップが図れるメニューです。

～キムチだれとの相性もばっちり～

エネルギー 465kcal 
たん白質 21.5g
脂肪 16.3g
塩分 1.6g

そうめんチヂミ

～夏バテ防止！～

◎材料（４人分）
ゆでそうめん２わ分、ゴマ油　小さじ２、豚ももう
す切り200g、ニラ１束（100g）、玉ねぎ中1/2個
　　小麦粉大さじ８、片栗粉大さじ６
　Ａ　卵２個、鶏ガラスープの素小さじ２
　　白ごま（すり）大さじ４、水１カップ
　　サラダ油小さじ２
＜キムチだれ＞
白菜キムチ80g、酢小さじ４、ゴマ油小さじ１、
濃口しょうゆ小さじ６、砂糖小さじ１強
◎作り方
①�キムチだれをつくる。白菜キムチは粗く刻み、
ほかの調味料と合わせ混ぜる。
②�ゆでたそうめんはザルに入れ、水気をよくきり、
ゴマ油をからめる。
③�ニラはザク切り、玉ねぎは繊維と直角に薄切り
にする。
④�ボウルにＡを入れ混ぜ合わせ、②、③を加えて
全体にからめる。
⑤�フライパンを熱し、サラダ油をひき、④を入れ
て広げ、上に豚肉をかぶせるように並べる。
⑥�ふたをせずに４～５分間焼いて裏返し、弱火に
して５～６分焼く。
⑦食べやすい大きさに切り、①を添える。
ポイント
　夏バテ対策の１つとして、バランスの良い
食事をきちんととることが大切ですが、暑さ
で食欲もあまりない時は、香味野菜（しょうが、
みょうが、青じそ等）や酢をうまく取り入れ
たり、温かいもののアクセントとして、冷た
いものを組み合わせると、食欲増進効果が期
待できます。
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初
め
て
訪
れ
た
広
島
平
和
記
念
資
料

館
で
、
私
は
こ
れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
が

な
い
ほ
ど
の
激
し
い
恐
怖
と
深
い
悲
し

み
に
包
ま
れ
て
い
た
。
写
真
や
遺
品
の

一
つ
一
つ
が
、
六
十
八
年
と
い
う
時
を

超
え
て
原
子
爆
弾
の
恐
ろ
し
さ
と
、
傷

つ
き
、
命
や
家
族
を
失
っ
た
人
々
の
悲

し
み
を
訴
え
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。
学

徒
動
員
の
遺
品
は
、
同
世
代
の
人
の
最

後
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
、
自
分
も

そ
の
場
に
い
る
よ
う
な
息
苦
し
さ
を
覚

え
た
。
女
学
生
が
身
に
着
け
て
い
た
制

服
は
、
原
爆
の
熱
線
に
よ
っ
て
焼
け
焦

げ
て
い
た
。
全
身
に
大
や
け
ど
を
負
っ

た
少
女
は
、
ど
ん
な
に
苦
し
ん
だ
こ
と

だ
ろ
う
。「
水
、
水
。」
と
必
死
に
水
を

求
め
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

中
で
も
、
今
だ
に
私
の
頭
か
ら
離
れ

な
い
の
は
、
中
身
が
真
っ
黒
に
焦
げ
た

一
つ
の
弁
当
箱
だ
。
弁
当
箱
の
持
ち
主

の
滋
く
ん
は
、
出
征
中
の
父
と
兄
に
代

わ
っ
て
山
や
竹
や
ぶ
を
開
墾
し
、
一
家

を
支
え
て
畑
を
作
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

そ
の
日
の
弁
当
は
、
自
分
が
初
め
て
収

穫
し
た
も
の
を
使
っ
て
、
母
親
が
作
っ

て
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
そ
う
だ
。
心
の

こ
も
っ
た
弁
当
を
持
ち
、
喜
ん
で
出
か

け
た
滋
く
ん
は
、
そ
の
弁
当
を
食
べ
る

こ
と
な
く
、
た
っ
た
十
三
歳
で
原
爆
の

「
平
和
の
バ
ト
ン
」岡

山
県
石
井
中
学
校

二
年
　
平ひ

ら

井い

　
万ま

裕ゆ

犠
牲
と
な
っ
た
。
母
親
の
シ
ゲ
コ
さ
ん

は
、
破
壊
さ
れ
た
街
を
必
死
で
捜
索
し
、

よ
う
や
く
滋
く
ん
の
遺
体
と
、
遺
体
に

抱
き
抱
え
ら
れ
た
弁
当
箱
と
水
筒
を
発

見
し
た
そ
う
だ
。
私
に
は
、
黒
焦
げ
の

弁
当
箱
と
、
そ
れ
を
抱
い
て
倒
れ
て
い

る
滋
く
ん
の
姿
が
重
な
っ
て
見
え
、
戦

争
が
身
近
な
恐
怖
と
し
て
迫
っ
て
き
た
。

　

家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
滋
く
ん
の
弁

当
箱
は
私
の
心
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
私
に
祖
母
は
、

「
こ
れ
を
見
て
ご
ら
ん
。」

と
、
一
枚
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
。

七
十
六
歳
に
な
る
祖
母
は
、
折
に
触
れ

て
私
に
戦
争
の
話
を
し
て
く
れ
る
の
だ
。

色
あ
せ
た
写
真
に
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
姿

で
気
を
つ
け
を
し
て
い
る
小
柄
な
少
年

が
写
っ
て
い
た
。
祖
母
か
ら
、

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
一
番
上
の
兄
ち
ゃ
ん

が
、
中
学
三
年
で
海
軍
に
志
願
し
た
時

の
写
真
な
ん
よ
。」

　

と
聞
い
て
驚
い
た
。
祖
母
の
兄
は
、

自
ら
志
願
し
て
海
軍
に
入
隊
し
た
そ
う

だ
。
兄
の
決
意
を
聞
い
た
時
、
父
親
は

だ
ま
っ
て
何
も
言
わ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
母
親
は
「
畳
の
上
で
死
な
せ
て

や
り
た
い
。」
と
言
っ
て
兄
に
た
く
さ

ん
の
び
わ
を
食
べ
さ
せ
た
そ
う
だ
。
び

わ
を
食
べ
て
腹
を
こ
わ
せ
ば
、
入
隊
で

き
な
く
な
る
と
考
え
た
ら
し
い
。
当
時

六
歳
だ
っ
た
祖
母
に
は
、
兄
の
姿
が
立

派
に
見
え
た
そ
う
だ
が
、
出
征
前
の
記

念
写
真
に
は
、
家
族
全
員
の
泣
き
は
ら

し
た
顔
が
映
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
最
後

の
写
真
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
な
が
ら

家
族
写
真
を
撮
る
こ
と
は
、
親
と
し
て

ど
ん
な
に
つ
ら
い
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

自
分
が
思
い
出
す
家
族
写
真
と
い
え
ば
、

七
五
三
の
着
物
姿
や
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
や
ハ
ワ
イ
で
の
楽
し
い
思
い
出
写

真
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
。

　

そ
の
後
、
祖
母
の
兄
は
、
自
分
の
小

指
を
切
っ
て
血
判
状
を
書
き
、
自
ら
が

爆
弾
と
な
る
人
間
魚
雷
に
志
願
し
た
そ

う
だ
。
祖
母
は
、「
兄
ち
ゃ
ん
が
、
呉

か
ら
横
須
賀
に
向
か
う
と
い
う
連
絡
を

受
け
た
時
、
母
ち
ゃ
ん
は
、
一
郎
の
姿

を
一
目
見
よ
う
と
、
岡
山
駅
に
行
っ
た

ん
じ
ゃ
っ
て
。
で
も
近
づ
け
ず
に
踏
み

切
り
で
待
っ
と
っ
た
ら
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
下
り
た
列
車
の
窓
か
ら
、
兄
ち
ゃ
ん

の
手
だ
け
が
見
え
た
ん
じ
ゃ
っ
て
。」

　

と
教
え
て
く
れ
た
。
た
っ
た
一
つ
見

え
た
手
が
、
息
子
の
手
に
見
え
た
と
い

う
曾
祖
母
の
言
葉
は
、「
弁
当
を
食
べ

る
こ
と
な
く
死
ん
だ
息
子
が
不
憫
で
な

ら
な
か
っ
た
。」
と
い
う
滋
く
ん
の
母

の
言
葉
と
重
な
っ
て
、
戦
争
中
の
母
の

悲
し
み
を
教
え
て
く
れ
た
。
幸
い
に
も

出
撃
前
に
終
戦
を
迎
え
た
そ
う
だ
が
、

自
分
と
同
じ
中
学
生
で
原
爆
の
犠
牲
と

な
っ
た
滋
く
ん
と
、
国
の
た
め
に
自
分

の
命
を
捧
げ
よ
う
と
し
た
祖
母
の
兄
の

生
き
方
が
あ
ま
り
に
も
悲
し
か
っ
た
。

そ
し
て
、
平
和
な
時
代
に
生
ま
れ
た
自

分
は
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

原
爆
投
下
か
ら
六
十
八
年
目
の
今

年
、
広
島
の
平
和
記
念
式
典
を
伝
え
る

テ
レ
ビ
に
は
、
私
が
訪
れ
た
平
和
記
念

公
園
が
映
っ
て
い
た
。
こ
ど
も
代
表
は
、

「
平
和
の
誓
い
」
の
中
で
、『
あ
の
日
か

ら
目
を
そ
む
け
ま
せ
ん
。
も
っ
と
知
り

た
い
の
で
す
。
被
爆
の
事
実
を
。
被
爆

の
思
い
を
。
も
っ
と
伝
え
た
い
の
で

す
。
世
界
の
人
々
に
、
未
来
に
。』
と

訴
え
て
い
た
。
思
え
ば
祖
母
も
七
十
六

歳
。
私
は
お
そ
ら
く
、
祖
母
か
ら
直
接

戦
争
の
話
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
最
後

の
世
代
に
な
る
だ
ろ
う
。
祖
母
の
戦
争

の
話
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
こ
う
締
め
く

く
ら
れ
る
。

「
戦
争
で
幸
せ
に
な
っ
た
人
は
誰
も
お

ら
ん
。」

　

こ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
真

剣
に
考
え
、
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ

な
い
の
だ
と
い
う
強
い
意
志
を
受
け
継

ぐ
こ
と
が
、
今
の
私
に
で
き
る
こ
と
な

の
か
も
し
れ
な
い
。「
い
っ
て
き
ま
す
。」

と
言
っ
て
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
弁

当
を
持
ち
、
大
好
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
し
、
か
ら
っ
ぽ
の
弁
当
箱
を

持
っ
て
「
た
だ
い
ま
」
と
帰
宅
す
る
、

こ
の
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
が
で
き
る
幸

せ
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
戦
争
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
。
も
っ
と
伝
え
た
い
。

滋
く
ん
や
、
祖
母
達
の
世
代
が
命
を
か

け
て
手
渡
し
て
く
れ
た
「
平
和
の
バ
ト

ン
」
を
、
必
ず
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
。

平
成
25
年
度
法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主
催

第
33
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
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竹原市役所１階消費生活相談室
☎0846－22－6965

月～金曜日　10：00～12：00
13：00～16：00

大崎上島町役場　産業観光課（本庁）
☎65－3123

奇数月の第１金曜日　10：00～12：00
13：00～15：00

消費生活
相談窓口

「海外宝くじ」には絶対に手を出さない！！

消
費
生
活
情
報 

　

問竹原警察署　☎ 0846 － 22 － 0110　　大崎上島分庁舎　☎ 62 － 0110

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ 

【事例】
　判断能力に問題がある父が、海外宝くじへのエントリー料金をクレ
ジットカードで長年支払っていたと最近わかった。今も毎日大量に海
外からのダイレクトメールが届く。１件当たりの額は３千円程度だが、
件数が多いので引き落とし額は毎月約10万円になり、約10年間も続
いていた。本人が申請していないのに、勝手に引き落とされているも
のもある。何とか払ったお金を取り戻せないだろうか。ダイレクトメー
ルには「当たった」と書いてあるのに当選金が届かないのだから詐欺
だと思う。（80歳代　男性）

【アドバイス】
　「賞金が当たった」「賞金当選のための資格を獲得」などと、宝くじ等に当選したかのようなダイ
レクトメールが海外から突然届き、賞金を受け取るための申込金などの名目でお金を支払わせる手
口が、最近また増加しています。一度だけ申し込むつもりでクレジットカードの番号を教えたとこ
ろ、事例のように、毎月料金を引き落とされ続けるケースもあります。安易にクレジットカード番
号などを業者に知らせないことが大切です。
　海外の宝くじは、日本国内で買うだけでも違法となる可能性があります。「当選した」などの甘
い話には乗らず、絶対に手を出さないようにしましょう。�
　高齢者が不審な請求を受けていないか、家族や周囲の人も日ごろから十分に注意しましょう。

夏期における事件・事故の防止について
～安全・安心な大崎上島町の実現～

131

　夏期は、暑さによる疲労からの注意力低下、様々な行事による人・車等の増加によって事件や事故の被
害に遭いやすくなります。普段から体調や周囲に気を付け、暑い夏を事故無く乗り切りましょう！！

防犯対策
　出掛けるときは、暑いからといって窓や玄関を開
けっ放しにせず、必ず鍵を掛けるようにしましょう。
（夜間も同じです。）
交通事故対策
　お盆等での帰省や観光により人・車が増え、交通の
流れが普段と変わりますので、しっかり周囲に気を配
りながら運転しましょう。
水難事故防止対策
　遊泳禁止場所では絶対に泳がないようにしましょう。
子どもだけで泳がせることのないようにしましょう。
　ゲリラ豪雨による水難事故、落雷事故が予想されます。
天候に十分気を付け、大事になる前に避難等しましょう。

バイクによる事故増加 !!
バイクによる事故が増加しています。
バイクを運転するときも
　☆一時停止は必ず停まり、左右を確認する！
　☆対向車線にはみ出さない！
　☆速度を控えめに！

交通ルールをしっかり守りましょう！

◉つぶやき川柳コーナー
泣けてくる　金とられたか　なにゆえに

東野／森本 稔さん

川柳作品募集中！お問い合わせは分庁舎か駐在所まで
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農
業
集
落
排
水
へ
の

加
入
を
お
願
い
し
ま
す

農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
り

﹁
公
共
ま
す
﹂
を
設
置
さ
れ
た
皆
様
へ

　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
実
施
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
串
地
区
、
瀬
井
地
区

（
一
部
）、
原
田
地
区
（
一
部
）
の
皆
様

に
は
生
活
環
境
の
改
善
と
河
川
・
海
等

の
水
質
改
善
に
つ
な
が
る
事
業
だ
と
い

う
御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
て
工
事
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
工
事
に

お
き
ま
し
て
「
公
共
ま
す
」
を
個
人
の

私
有
地
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
生
活
環
境
の
改
善
と
河
川
等

の
水
質
改
善
の
た
め
に
是
非
と
も
農
業

集
落
排
水
へ
の
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

農
業
集
落
排
水
に
加
入
さ
れ
る
場
合

は
、宅
内
の
排
水
設
備
を
「
公
共
ま
す
」

へ
つ
な
い
で
い
た
だ
く
た
め
の
排
水
設

備
工
事
が
必
要
で
す
。
排
水
設
備
の
工

事
を
さ
れ
る
場
合
は
、
町
へ
排
水
設
備

計
画
等
の
確
認
申
請
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
、
排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
ま

す
と
農
業
集
落
排
水
使
用
料
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課
管
理
係

　

☎
64

−

３
５
１
３

経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

経
営
者
の
皆
様
へ

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
綻
し
て
も

一
定
の
生
活
費
等
を
残
す
こ
と
が
で
き

る
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。

　

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明

確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
等
に
お
い
て

個
人
保
証
が
不
要
と
な
る
こ
と
、
②
多

額
の
個
人
保
証
を
行
って
い
て
も
、
経
営

が
行
き
詰
ま
る
前
に
、
早
め
に
事
業
再

生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に
一
定
の
生

活
費
等
が
残
る
こ
と
を
定
め
る
「
経
営

者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、

中
小
企
業
庁
・
金
融
庁
主
導
の
下
、
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
金
融
機
関
に
相
談
し

た
い
方
、
詳
し
く
は
ご
相
談
下
さ
い
。

問 

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
中

国
本
部

　

☎
０
８
２

−

５
０
２

−

６
５
５
５

雇
用
を
増
や
す
企
業
を
支
援
し
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

雇
用
促
進
税
制
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
︒

　

事
業
年
度
中
に
雇
用
者
（
雇
用
保
険

一
般
被
保
険
者
）
数
を
５
人
以
上
（
中

小
企
業
は
２
人
以
上
）
か
つ
10
％
以
上

増
加
さ
せ
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

し
た
事
業
主
が
、
法
人
税
（
個
人
事
業

主
の
場
合
は
所
得
税
）
の
税
額
控
除
の

適
用
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
２
年
間
延

長
に
な
り
ま
し
た
。

　

雇
用
者
数
の
増
加
１
人
あ
た
り
40
万

円
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

雇
用
促
進
税
制
の
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、事
業
年
度
開
始
時
に
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
「
雇
用
促
進
計
画
」
を
提
出

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
雇
用
促
進
計
画
」
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
、
雇
用

促
進
税
制
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原

　

☎
０
８
４
６

−

22

−

８
６
０
９

　

竹
原
税
務
署

　

☎
０
８
４
６

−

22

−

０
４
８
５

下水道のトラブルが
多発しています

〜マナーを守って、
大切に正しく利用しましょう〜

　各家庭の排水が処理場まで流れていくまでの間
には、複雑な地形のため何ヶ所かでポンプを使っ
て汚水を汲みあげながら流しています。そのため、
異物を下水道に流すと、水に溶けないものは、些
細なものでもポンプに絡まるなどしてポンプが故
障してしまいます。場合によっては家の中で汚水
があふれてしまうなどの事故につながる恐れもあ
ります。
　水に溶けないものは流さないでください。

【流してはいけないもの】
水に溶けにくいティッシュペーパー、衣類（く
つ下、パンツ、タオルなど）紙オムツ、新聞
紙、タバコ、綿、ナイロン、ビニール、生理用品、
油類、ごみ、ガソリン、灯油、農薬、アルコー
ル類など
問上下水道課管理係　☎64－3513

ポンプに詰まっていたくつ下

12



ジェネリック医薬品による
医療費削減効果について

　国民健康保険では、ジェネリック医薬
品（後発医薬品）に切替えた場合のお薬
代の自己負担の軽減額に関するお知らせ
を送付しています。
２月分の削減効果は、
　切替えた方の人数 ������312人
　削減された金額 ���� 411,886円
問保健衛生課保健指導係　☎62−0303

『
救
急
の
日
』救
命
講
習
開
催

　

皆
さ
ん
は
、
９
月
９
日
が
何
の
日
か

ご
存
知
で
す
か
？
９き

ゅ
う

と
９き

ゅ
う

で
、
す
な
わ

ち
『
救
急
の
日
』
で
す
。

　
『
救
急
の
日
』
は
、
救
急
業
務
及
び

救
急
医
療
に
対
し
て
、
理
解
と
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医

療
関
係
者
の
意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
昭
和
57
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
毎
年
９
月
９
日
を
含
む
１
週

間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
、
全

国
各
地
に
お
い
て
応
急
手
当
の
講
習
会

を
中
心
と
し
た
救
急
に
関
す
る
様
々
な

行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で

も
、
普
通
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日
㈰　

９
時
〜

　

※
12
時
又
は
13
時
終
了
の
２
コ
ー
ス

場
所　

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　

30
名
（
参
加
無
料
）

内 

容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
、
止
血
方
法
等

受講された方に、
普通救命講習修
了証が発行され
ます！

※ 

事
前
に
「
応
急
手
当
講
習
会
受
講
申

込
書
」
で
の
お
申
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
大
崎
上
島
消
防
署

　

☎
65

−

２
０
５
６

締
切　

平
成
26
年
９
月
５
日
㈮
必
着

提
出
先　

竹
原
税
務
署

応
募
点
数　

１
人
１
編

文
字
数　
８
０
０
字
〜
１
２
０
０
字
以
内

※ 

作
文
の
冒
頭
に
は
、「
学
校
名
・
学

年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
題
名
」
を
、

末
尾
に
は
「
応
募
者
の
住
所
」
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

表 

彰　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

　

優
秀
作
品
は
、
都
道
府
県
名
、
学
校

名
、学
年
、氏
名
と
と
も
に
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
国
税
当
局
が
作
成
す
る
広

報
誌
等
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
報
道
機
関

等
に
資
料
を
提
供
す
る
な
ど
、
広
く
発

表
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
作
品
の
著
作
権
は
国
税
庁

に
帰
属
し
ま
す
。

問
竹
原
税
務
署

　

☎
０
８
４
６

−

22

−

０
４
８
５

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で

す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　

８
月
31
日
㈰

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

問
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
２

−

２
４
７

−

４
０
３
０

火
災
予
防
条
例
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

８
月
１
日
か
ら
、
祭
礼
、
縁
日
、
花

火
大
会
そ
の
他
の
多
数
の
者
の
集
合
す

る
屋
外
で
の
催
し
の
う
ち
、
大
規
模

な
も
の
（
出
店
す
る
露
店
等
の
数
が

１
０
０
店
舗
を
超
え
る
規
模
の
催
し
と

し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
）
を
「
指

定
催
し
」
と
し
て
指
定
し
ま
す
。「
指

定
催
し
」
を
指
定
す
る
際
に
は
そ
の
主

催
者
に
、
通
知
す
る
と
と
も
に
公
示
を

行
い
ま
す
。

　
「
指
定
催
し
」
は
、
次
の
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

防
火
担
当
者
の
選
任

　

防
火
・
火
災
予
防
の
統
括
的
管
理

を
行
う
た
め
「
防
火
担
当
者
」
を
選

任
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

火
災
予
防
業
務
計
画
の
届
出

　

防
火
担
当
者
は
「
指
定
催
し
」
を

開
催
す
る
日
の
14
日
前
ま
で
に
「
火

災
予
防
業
務
計
画
」
を
作
成
し
、
所

轄
消
防
署
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

問
東
広
島
市
消
防
局
予
防
課

　

☎
０
８
２

−

４
２
２

−

６
３
４
１

第
53
回

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
募
集

応
募
資
格　

高
校
生

テ 

ー
マ　

税
に
関
す
る
こ
と
（
税
に
関

し
て
自
身
で
思
っ
た
こ
と
、
考
え
た

こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
な
ど
）

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
よ
る

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

９
月
13
日
㈯　

15
時
〜
17
時　

※
入
場
券
が
必
要
で
す
。

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

※
駐
車
場
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

入 

場
券
申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
２

名
ま
で
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
を
記
入
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
応
募
は
、
お
一
人
様
１
枚
限
り

応 

募
先　

〒
７
４
０

−

８
５
５
５

　

山
口
県
岩
国
市
三
角
町
２
丁
目

　

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

　
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
係

応
募
期
限　

８
月
29
日
㈮
必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
広
報
室

　

☎
０
８
２
７

−

22

−

３
１
８
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
６
２
３
２
）

【お詫びと訂正】７月号16ページの掲載に誤りがありました。お詫びして訂正します。
　　　　　　　 （誤）未就業の看護婦の皆さんへ→（正）未就業の看護職の皆さんへ13



求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー

フ
ル
タ
イ
ム
の
募
集
…
20
事
業
所

パ
ー
ト
の
募
集
…
…
…
４
事
業
所

主 

な
求
人
事
業
所　
（
医
社
）
ひ
が
し

の
会
、
佐
々
木
造
船
㈱
、
㈲
上
島
開

発
興
産
、
平
成
産
業
な
ど

※ 

広
報
紙
発
行
日
に
、
す
で
に
募
集
が

終
了
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
求
人
票
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原

発
行
の
た
け
の
こ
求
人
情
報
誌
は
、役

場
本
庁
・
大
崎
支
所
・
木
江
支
所
の
窓
口

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
も
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://www.hellowork.go.jp/index.htm
l

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原
（
広
島
西
条
公

共
職
業
安
定
所
竹
原
出
張
所
）

　

☎
０
８
４
６

−

22

−

８
６
０
９

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
ま
す

対 

象　

身
体
、
知
的
又
は
精
神
に
障
害

の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
看
護
す

る
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
父
母
に
代

わ
る
養
育
者

要
件

① 

請
求
者
本
人
、
そ
の
配
偶
者
、
扶
養

義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
未
満

②
対
象
児
が
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

③ 

対
象
児
が
障
害
を
理
由
と
す
る
年
金

を
受
け
て
い
な
い
な
ど

　

な
お
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
毎
年
８
月
11
日
か
ら

９
月
10
日
ま
で
の
間
に
、
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
該
当
者
に
は
現
況
届

の
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
を
送
付
し

ま
す
の
で
期
限
内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課　

☎
62

−

０
３
０
２

新
県
美
展
巡
回
展
を
開
催

　

新
県
美
展
巡
回
展
（
絵
画
、
彫
塑
、

工
芸
、
書
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
）
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

期
間　

８
月
６
日
㈬
〜
８
月
10
日
㈰

時
間　

９
時
〜
17
時

場
所　

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

問
社
会
教
育
課　

☎
64

−
３
０
５
５

ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

▼
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
者
募
集

　

町
内
の
団
体
や
個
人
が
行
う
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

対 

象　

①
生
涯
学
習
や
人
材
育
成
の
た

め
の
研
修
会
開
催
や
参
加
。
②
生
活

文
化
・
福
祉
向
上
を
目
的
と
す
る
事

業
。
③
他
の
地
域
と
の
交
流
推
進
を

目
的
と
し
た
事
業
。

補 

助
対
象　

額
補
助
対
象
経
費
の
10
分

の
８
以
内
（
限
度
額
30
万
円
）。
た

だ
し
、
視
察
研
修
や
派
遣
旅
費
に
つ

い
て
は
２
分
の
１
以
内
。

▼
花
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
者
募
集

　

公
道
の
緑
地
帯
等
に
お
け
る
自
主
的

な
花
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

対 

象　

管
理
者
が
承
諾
し
た
地
域
の
広

場
、
集
会
施
設
、
主
要
道
路
付
近
等

公
共
性
の
高
い
場
所
へ
の
花
づ
く
り

で
、花
の
耕
作
面
積
が
、プ
ラ
ン
タ
ー

で
合
計
10
個
以
上
、
ま
た
は
、
花
壇

で
合
計
10
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と
。

補
助
対
象
経
費

① 

花
づ
く
り
活
動
に
必
要
な
花
苗
代
、

肥
料
代
、材
料
代
及
び
消
耗
品
費
等

② 

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
会
議

等
に
か
か
る
会
場
の
借
上
げ
料

申
請
上
限
額　

10
万
円

申
請
期
限　

平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で

問
企
画
振
興
課　

☎
65

−

３
１
１
２

大
崎
上
島
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
26
年
度
大
崎
上
島
町
職
員
の
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
受
験
申
込

書
・
受
験
案
内
の
請
求
は
総
務
課
へ

※ 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も

で
き
ま
す
。

職
種　

一
般
事
務
職

採
用
予
定
人
員　

３
名
程
度

受 

験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

申 

込
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
８
月
15
日

㈮　

※
当
日
消
印
有
効

第
１
次
試
験　

９
月
21
日
㈰

試 
験
会
場　

広
島
工
業
大
学
専
門
学
校

（
広
島
市
西
区
福
島
町
２

−

１

−

１
）

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w

w
.tow

n.osakikam
ijim

a.
hiroshim

a.jp/
 

問
・
申
総
務
課　

☎
65

−

３
１
１
１

　

〒
７
２
５

−

０
２
３
１

　

大
崎
上
島
町
東
野
６
６
２
５

−

１

ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広
島
市
中
区
…
…
望
月　

豊
博 

様

　
「
故
郷
の
役
立
ち
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
５
万
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

大
阪
府
堺
市
…
…
水
橋　

健
二 

様

（
20
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。）

東
京
都
品
川
区
…
大
瀬　
　

博 

様

大
阪
府
豊
中
市
…
松
本　

正
洋 

様

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

洋
子 

様

府
中
市
上
下
町
…
田
原　

惟
夫 

様

※ 

寄
附
者
の
お
名
前
等
は
公
表
に
同

意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
厚
志
は
、

貴
重
な
財
源
と
し
て
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
大
崎

上
島
町
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
、“
ふ
る
さ
と
へ
の
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
の
ご
案
内
”
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
税
務
課　

☎
65

−

３
１
１
４
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'14年8月1日㈮〜 '14年9月7日㈰

休
日
当
番
医

８／10㈰
　射場医院　☎65－3304
８／15㈮
　円山医院　☎64－2062
８／17㈰
　田村医院　☎63－0311
８／31㈰
　寺元医院　☎64－2093

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

８月の診療日
９日㈯・23日㈯

受付時間
　13：00～17：00

診療開始
　14：00～

☎67－3311

竹
原
市
休
日
当
番
医

内科　日曜・祝日　9：00〜16：00
竹原市休日診療所　☎0846－22－7157

外科　日曜・祝日　9：00〜18：00
8/3・15・17・9/7

馬場病院　☎0846－22－2071
8/10・16・24・31

安田病院　☎0846－22－6121

（注）事前にお電話を !!

月 日 曜 行　　　　事　　・　　場　　　　所 予防接種
8 １ 金

8/4㈪～8/9㈯
三種混合１期
四種混合１期
不活化ポリオ
三種混合２期
（二種混合）

５ 火 1歳6か月児・3歳児健康診断：大崎上島開発総合センター� （受付）13：10～13：30

７ 木 こころの健康相談：東野保健福祉センター� （受付）13：30～14：30

11 月 家族のつどい：大崎上島開発総合センター� 13：30～15：00

13 水
広島県職員による建設関係相談窓口：本庁１階会議室� 11：00～14：00

ひがしの住吉祭：白水港周辺

14 木 大崎上島サマーフェスティバル：大串海水浴場周辺

18 月 育児相談：大崎上島開発総合センター� （受付）10：00～11：00

19 火 こころ元気サロン：大崎上島開発総合センター� 9：30～11：30

20 水 断酒会：東野保健福祉センター� 18：30～20：00

24 日 絵本のよみかたり：情報プラザ・エル� 10：30～　　　　

27 水 健康相談：東野保健福祉センター� （受付）10：00～11：00

28 木 大崎上島食育講演会：大崎上島文化センターホール神峰� 13：30～15：30
９ １ 月

9/1㈪～9/31㈮
日本脳炎
１期・２期

３ 水 健康相談：大崎上島開発総合センター� （受付）13：30～14：30

４ 木 こころの健康相談：木江支所� （受付）13：30～14：30

７ 日

８月の納付は…
町県民税（第２期）

国民健康保険税（第２期）
後期高齢者医療保険料（第２期）

介護保険料（第２期）
納期限は

９月１日㈪です。
納期限を必ず守りましょう！

口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願
いします。
納期限までに納付確認できない場合は、督促
状を発送します。
� 問税務課（本庁）　☎65－3114

〜みんなで食育、
　つながる元気島おおさきかみじま〜
入場無料
とき
　平成26年８月28日㈭　13：30～15：30
ところ
　大崎上島文化センターホール「神峰」
講演「ヒトは食により人となる�
　　　　　　～食文化が人間を育てる～」
講師　元綾川町立綾上中学校校長�竹下��和男�氏

問教育委員会総務課　☎64－2074

大崎上島食育講演会
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神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

　

雨
に
来
て
雨
に
発
つ
寺
ひ
つ
じ
草 

岡
本　

花
江

　

と
ぎ
れ
た
る
話
を
も
ど
す
団
扇
風 

馬
越　

幸
江

　

蝉
鳴
く
や
昭
和
か
ぞ
へ
て
九
十
年 

山
本　

一
子

南
風
俳
句
会

　

雲
間
よ
り
白
き
日
輪
梅
雨
深
し 

植
田
と
も
子

　

バ
ン
ダ
ナ
に
野
良
着
揃
へ
し
草
む
し
り 

中
崎　

裕
子

　

星
涼
し
摂せ

っ
し
ゅ取
不ふ

し
ゃ捨
と
ふ
弥
陀
の
願 

石
本　

秋
翠

木
江
神
潮
俳
句
会

　

あ
さ
露
を
浴
び
て
涼
し
き
甜

ま
く
わ

瓜う
り 

藤
原　

幸
子

　

と
び
た
て
る
水
輪
大
き
く
梅
雨
の
鷺さ

ぎ 

山
本　

京
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

　

ひ
と
ひ
ら
が
ひ
と
ひ
ら
を
呼
び
夏
落
葉 

藤
解　

静
風

　

六
月
の
水
の
か
が
や
く
千
枚
田 

松
岡　

時
子

　

代
田
水
揺
ら
し
て
赤
き
外
車
か
な 

奥
田　

秀
三

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

　

あ
ぢ
さ
ゐ
の
花
影
近
く
小
鳥
の
巣 

小
林　

直
枝

　

初
鰹
話
の
弾
む
夕ゆ

う
げ餉
か
な
（
絶
句
） 

今
田　

魁
三

　

宵
闇
に
移
り
香
残
し
花
蜜
柑 

中
坂
サ
チ
エ

東
野
公
民
館
俳
句
会

　

暁ぎ
ょ
う
あ
ん闇
の
浦う

ら
わ曲
に
紅
き
梅
雨
の
月 

藤
原
千
紗
子

　

梅
雨
深
し
猫
の
出
入
り
の
壁
の
穴 

松
岡　

時
子

　

道
草
に
夢
の
展ひ

ろ

が
る
蛇
苺 

梅
澤　

惠
子

集
ま
れ
！
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

　

10
月
に
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ

ん
の
写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
振
興
課
ま
た
は
、

各
支
所
窓
口
係
。
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）・

保
護
者
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。期
限
は
、９
月
１
日
㈪
。

kikaku01@
tow
n.osakikam

ijim
a.hiroshim

a.jp

問
企
画
振
興
課　

☎
65

－

３
１
１
２

前
まえもと

本　寛
かんた

太ちゃん（向山区）

藤
ふじわら

原　海
みつき

月ちゃん（野賀区）

８月生まれの
　わんぱくちゃん
１歳のHappy Birthday

編 

集 

後 

記

　

夏
本
番
。
日
差
し
が
強
く
て
、

外
に
出
る
と
き
は
帽
子
か
日
傘
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

先
月
行
わ
れ
た
『
湯
﨑
英
彦
の

地
域
の
宝
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ト
ー
ク
』

（
２
ペ
ー
ジ
掲
載
）
は
、
町
内
に

住
む
４
名
の
方
が
、
地
域
で
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
を
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
活
動
は
違
っ
て
も
、
島
が

好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
は
皆
さ
ん

同
じ
。
そ
の
気
持
ち
を
行
動
に
移

す
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

湯
﨑
知
事
は
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
行
動
に
移
す
た
め
に
必
要
な
勇

気
や
勢
い
へ
後
押
し
が
、
広
報
の

紙
面
で
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
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